ドイツ語の授業






　　平成17年4月22日

今週の要点：定冠詞、不定冠詞

1. Erläuterung der Grammatik (文法の説明)

1. 定冠詞
定冠詞と不定冠詞は日本語では適切なことばがないが、ドイツ語ではとても重要です。それぞれの名詞は性があり、性を定めるために定冠詞が必要である。文法もそれに基づき、特に主格と所有格には大切です。
一つの難しいところは、ある名詞を見ることで定冠詞が定めることができないのです。それはたぶんドイツ語の一番難しいところで、ドイツ人でもたまに間違ってしまいます。定め方はないので、暗記しかできません。でも、難しいからといって、重要なのです。

どの定冠詞があるでしょうか。実は三つあります。つまり

Der
(男性)

Die
(女性)

Das
(中性)

例：
Der Mann：男の人は男性なので、der になります。Die Mannというのは言えなくてとてもおかしいのです。

Die Frau ：女の人は女性なので、sieになります。Der Frau というのはDie Mannと同じでおかしいのです。
Das Kind：別のヨーロッパ外国語と違ってドイツ語は三つの定冠詞があり、つまりdasとは中性名詞を表示します。

上の名詞を使えばかなり分かりやすいでしょう。例えば、

Der Baum 木（男性名詞）

Die Schule (学校)

Das Gymnasium（ギムナジウム）
どうして「木」とは物なのに男性名詞なのでしょうか。どうして「学校」とは建物なのに女性名詞なのでしょうか。どうして「ギムナジウム」とは学校の中の一つなのに、dieと違ってdasなのでしょうか。どう別けて使えばいいのでしょうか。実は、暗記しかできません。
例えば：
	男性名詞
	女性名詞
	中性名詞

	Computer コンピューター
	Lampe 電気
	Haus 家

	Fernseher テレビ
	CD シーディー
	Licht 光

	Stuhl 椅子
	Flasche瓶
	Heft ノート

	Wald 森
	Katze 猫
	Auto 車

	Stein 石
	Pistole ピストル
	Schwert 刀


文章を作るとき、だいたいいつも定冠詞か不定冠詞が必要なんです。

例：

私は車を買う

Ich kaufe Auto

ドイツ人にはこの文章を聞くと分かりますが、完全しない気がします。それに対して、

Ich kaufe das Auto のほうが正しいです。でも今回のdas Autoのdasは主格ではなくて、日本語と同じで目的格ですね。主格に関する定冠詞だけの文章はあまりありません。今週は特に目的格（４格、ドイツ語でAkkusativというのです）を勉強しましょう。
準備：

	定冠詞
	４格

	der
	den

	die
	die

	das
	das


かなり簡単でしょう。derはdenになるだけですね。Also dann, lasst uns lernen!

der ( ich kaufe der Fernseherではなくて、ich kaufe den Fernseherになります。
die ( ich kaufe die Lampe文法的には主格のdieは目的格のdieになりますが、同じ言葉なので、変化しません。
das ( ich kaufe das Hausこれでも変化しません。簡単ではありませんか。

下記の宿題で使ってみて下さい。

2. 不定冠詞
定冠詞に対して、不定冠詞ということばがあります。つまり
	性
	定冠詞
	不定冠詞

	男性
	der
	ein

	女性
	die
	eine

	中性
	das
	ein


たぶん一番重要な問題は定冠詞と不定冠詞はどう違うかというのです。簡単に言えば、der, die, dasに関係する名詞は特別な物事で自分には大切のようです。他人に知られている物事です。ein, eine, einに関係する事は特別ではなく、なんでもいい感じがします。実はein, eine, einに関する物事は自分にはあまり関係しません。「或る」と訳せば良いと思います。例えば：

ein Kuchenというのは特別ではなくてただ或るケーキだけです。私にはあまり関係のないケーキで他人にも知られなかったりするケーキのようです。それに対し、

der Kuchenは特別なケーキで、私には大切なケーキのようです。特別のケーキかたくさんのケーキの中で特別なケーキです。

ein Autoとはたくさんの車の中で、重要のない車です。

das Autoとはたくさんの車の中で、重要な車です。

「Ich möchte ein Auto kaufen」のeinは「私は車を買いたいですが、まだ特別な車を見つけていなくて、決めていない」という意味します。
「Ich möchte das Auto kaufen」のdasは「私は特別な車を買いたい。もう見つけて、決めた」という意味します。
定冠詞と同じように格が変わると不定冠詞も変化します。今回も４格に集中しましょう。

	不定冠詞
	４格

	ein
	einen

	eine
	eine

	ein
	ein


例えば：

Ich esse ein KuchenではなくてIch esse einen Kuchenになります。

Ich esse eine Birne （梨）は変化しません。

Ich esse ein Brot (パン)は変化しません。

Ich esse einen KuchenとIch esse den Kuchenとの違いを説明できますか。Ich esse einen Kuchenは特別なケーキではなくてなんでもいいですよ。ただ或るケーキを食べたいだけです。Ich esse den Kuchenとは特別ばケーキで、もう長い間食べたいケーキをやっと食べれるようになる意味します。
今違いが分かるようになりましたか。それでは、宿題をしてみて下さい！

2. Hausaufgaben (宿題)
1. 次の問題をドイツ語にして下さい！

ヒント：ドイツ語では、名詞の性を表示する不定冠詞はだいたいいつもあるのです。

本das Buch

友達der Freund

切符die Fahrkarte

見るsehen
運転するfahren
映画der Film

タバコdie Zigarette

a) 私は或る友達に会いたいです（「に」なのにドイツ語で４格なんです！）

b) 私は（特別な）本を読みたいです

c) 彼は切符を買いたがっている（(möchten）

d) あの（知らない）人を見ることができますか

e) 私はその車を運転したいです　（何でもいい車）

f) 私は映画を見たいです　（もう長い間見たい映画）

g) タバコはありますか　（何でもいいタバコ）

2. 説明してみてください！

１．Ich lese ein BuchとIch lese das Buchの違いを説明してみてください
２．「Das ist Bahnhof」というのは正しいですか。間違ったら直してどうして間違ったかを説明してください

３．「Das ist ein Telefon」というのは正しいですか。間違ったら直してどうして間違ったかを説明してください
